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目的 子どもの表現することは、自分の仕事を遂行する

こと、自己の世界を創りだす事といわれている（岡

本,2005）。そして、自己の「内なるもの」をなんらかの

働きを媒介として「外へ」表すことでもある。幼児の表

現方法として絵画制作、音楽リズムや舞踊、言語がある。

表現活動そのものが主体としてもつ意味は、結果的産物

の中よりも行為としての体験、表現活動を行っている時

の感情や身体の感覚、努力や達成感、表現を試みる中で

出会う自分、表現の中に見出す行為主体としての新しい

自分を感知するためのはじまりでもある（岡本,2005）。

特に、表現の中の描画活動では、活動の中で描く絵は、

その子の、その時の内的体験内容そのものを表している。

その描かれた絵はなぐり描きであっても、その時の自己

と他者のイメージを表している。描画の発達は認知機能

や運動機能、感性や感情の発達と密接に関連している。

そこで、療育施設の取り組みとして自由画を描くときに

丁寧に子どもの発声や喃語、言葉を聴き取り、描画が子

どもにとってどんな表現なのかを記録し、自由画に描い

た表現と言語表現との関係をみていく。

方法：対象児：発達支援センターに毎日通うＳ児

期間：3歳5か月から5歳9か月の期間

時期：20XX年2月～20XX＋2年9月までの1年7か月

20XX＋2 年 4 月より幼稚園と週 1 日の療育施設の並行

通園だった。 道具：色水性ペン、A2の更紙

描画活動：療育施設では6 人～7 人のグループに分け活

動を行っている。毎日の生活経験の中で、食後にゆった

りする時間、子どもが描きたい時に、自由画が描けるよ

うに部屋に水性ペンと紙を設定した。

手続き：子どもが自由画を描くと職員が子どもの描いた

ものを１つ１つ何を描いたのか聞き、話言葉を書きとめ

ていく。子どもと職員とのなかでやり取りを続けながら

丁寧に聞いていった。

結果：評価方法：新版K式発達検査2001を使用し、姿

勢運動、認知・適応、言語・社会の領域を発達年齢（DA)

で分析した。描画課題分析についてグッドイナフ人物知

能検査得点項目を用い、自由画に描いた絵を点数化し発

達年齢（MA）で評価した。1 枚の紙の中で高得点の描

画を評価した。時期区分として新版K式発達検査を行っ

た年齢を3 群に分けた。1 期は、3 歳5 カ月から4 歳5

か月だった。言語・社会領域DAは、2歳6か月だった。

物の名称は理解できるようになった。語彙も増大してい

った。1 語文から2 語文になった。MA は、なぐり描き

から丸になり、評価点 0 点、「オニ」や「むしさん」と

命名した。2 期は、4歳6 か月から5歳5 か月だった。

言語社会領域のDAは、3歳5か月だった。“～するとき

にはどうする”という問いに答えることができるように

なった。描画のMAは、評価点5点：頭・両目・口・両

手・髪の毛。発達年齢MAは3歳8か月、紙に大きく人

の顔、きょうりゅうを描き、線を組合わせて、「ほね」「め」

「きょうりゅうもあります」と言語化した。3 期は、5

歳6か月から5歳9か月。言語社会領域のDAは、3歳

5か月だった。仮定の問いに答えることができた（表1）。

描画のMA は、評価点 4 点：頭・両目・口・両手、丸、

楕円、四角を組合わせた。発達年齢MAは3歳6か月だ

った。紙の中に家族全員を示し、「とうさんやっほーって」

と家族で行った体験を話した。
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姿勢運動：2次元形成～(3：1) 空腹ー「ご飯食べる」

認知・適応：２次元形成～(3：5） 睡眠ー「ねる」

言語・社会：2次元形成～(3：5）
寒さー「えーと、遊ぶあったかいかっこうであそ

ぶ」

姿勢運動：2次元形成(3：10) 降雨ー「おうちにかえる」

認知・適応：２次元形成～(3：7）
火事ー「あついで、にげなあかんで、そとからか

じになってん」

言語・社会：2次元形成～(3：5）
乗遅れー「えーと、あったらしいバスにのらなあ

かん」
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考察 描画の発達が進むと、言語発達も進んでいき、描

画表現も多彩になった。その上、描いたものを命名する

だけでなくストーリーのある体験の話を語れるようにな

った。描画発達や言語発達には、子どもにとって印象深

い楽しい経験が大きな意味をもつことが分かった。
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